
ＪＲ東海労ニュース

静岡新聞８月４日朝刊に、静岡地本山本委員長の投稿が掲

載されました。４月29日にも投稿が掲載され、２度目です。

浜岡原発は現在運転停止中ですが、仮に運転をしなかった

場合でも、原子炉建屋内の冷却プールには大量の使用済み核

燃料があり、冷却し続けているのです。地震などで、この冷

却用の配管が破損したり、電源が喪失したり、冷却水そのも

のが無くなった

場合、重大事故

の恐れがありま

す。再処理施設

のプールも満杯

というのに、稼

働している原発

からは、大量の

使用済み核燃料

がどんどん出さ

れています。

電力会社は処

理を考えている

のでしょうか？

処理が未確定で

原発は運転し続

けているので

す。直ちに全て

の原発を止める

べきです。
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使用済み核燃料の処理に責任持て！
静岡地本山本委員長の投稿が新聞に掲載


